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第 182 号

鳴
子
温
泉
郷
観
光
協
会
制
作

「
東
北
の
ま
つ
り
」
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両

　
　
　
　
　
　
　
　

運
行
カ
レ
ン
ダ
ー

素
ロ
ー
カ
ル
な
る
こ
19
号

　

観
光
協
会
で
は
日
曜
日
の
み
お
出
迎
え

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
症
対
策

の
為
「
な
る
子
ち
ゃ
ん
」
は
お
休
み
し
、

ホ
ー
ム
で
は
人
と
の
間
隔
を
空
け
て
お
も

て
な
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

鳴
子
温
泉
郷
観
光
案
内
所
で
は
、
東
北
デ
ィ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転
車
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
台
数
は
２
台
で
貸
出

の
際
に
身
分
証
明
書
の
提
示
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
予
約
は
不
可
で
当
日
の
み
受
付

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
観
光
案
内
所
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
利
用
時
間
】
９
時
～
17
時

【
料
金
】
半
日(

３
時
間)

５
０
０
円

　
　
　

 

一
日
(
９
時
～
17
時
)
８
０
０
円

 　
　
　

保
証
金
１
０
０
０
円

　
　

(

保
証
金
は
返
却
時
に
お
返
し
し
ま
す)

【
お
問
合
せ
】
鳴
子
温
泉
郷
観
光
案
内
所

                     

℡0229-83-3441

　

〇
印　

運
行
日(

全
席
指
定)

　

下
り　

仙
台
駅
発
９
時
07
分

　
　
　
　

鳴
子
温
泉
駅
着
11
時
01
分

　
　
　
　

新
庄
駅
着
12
時
27
分

　

上
り　

新
庄
駅
発
15
時
00
分

　
　
　
　

鳴
子
温
泉
駅
着
16
時
00
分

　
　
　
　

仙
台
駅
着
17
時
40
分

【
発
行
】
鳴
子
温
泉
観
光
協
会

宮
城
県
大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
湯
元
２-

１

TEL:0229-83-3441･FAX:0229-83-2094

　

https://www.welcome-naruko.jp

　

公
式Instagram

あ
り
ま
す

令和 3年 5月 24 日
現在の情報により作
成しております。
イベントや内容に変
更がある場合もあり
ますので、予めご了
承下さい。

東
北
Ｄ
Ｃ
推
進
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催

鳴
子
温
泉
郷
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
券

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

販
売
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
が

一
年
以
上
続
き
経
済
に
多
大
な
影
響
が
及

ぼ
さ
れ
、
鳴
子
温
泉
地
域
も
大
き
な
損
失

を
受
け
て
い
ま
す
。
昨
年
は
大
崎
市
よ
り

補
助
を
受
け
「
応
援
前
売
り
プ
レ
ミ
ア
ム

宿
泊
券
」
を
発
行
し
、
皆
さ
ま
か
ら
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
未
だ
に
明
る
い
兆

し
が
見
え
な
い
中
、
お
客
様
か
ら
鳴
子
を

応
援
し
て
い
た
だ
く
お
声
も
多
く
頂
き
、

今
年
も
「
鳴
子
温
泉
郷
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊

券
」
を
発
行
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

１
セ
ッ
ト13,000

円
(1,300

円×

10

枚
)
を10,000

円
で
販
売
し
ま
す
。
購
入

方
法
は
、
参
加
宿
泊
施
設
か
ら
直
接
宿
泊

券
を
購
入
し
、
そ
の
宿
泊
券
は
購
入
し
た

宿
泊
施
設
で
の
み
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

販
売
は
大
崎
市
民
向
け
に
令
和
３
年
６

月
１
日
(
火
)
よ
り
開
始
さ
れ
、
一
般
販

売
は
６
月
８
日
(
火
)
か
ら
の
開
始
と
な

り
ま
す
。
有
効
期
限
は
発
行
日
か
ら
６
ヶ

月
、
又
は
令
和
４
年
３
月
20
日
ま
で
に
な

り
ま
す
。

　

宿
泊
券
は
各
施
設
販
売
分
が
無
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。
購
入
希
望
の
方

は
、
宿
泊
し
た
い
施
設
に
直
接
お
問
合
せ

下
さ
い
。
参
加
宿
泊
施
設
は
鳴
子
温
泉
郷

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
下

さ
い
。

　

鳴
子
温
泉
郷
に
以
前
の
よ
う
な
賑
わ
い

が
早
く
戻
る
よ
う
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
協

力
・
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
始
め
ま
し
た

応
援
前
売
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
販
売
日
】

　

大
崎
市
民　

令
和
３
年
６
月
１
日
(
火
)
～

　

一
般
販
売　

令
和
３
年
６
月
８
日
(
火
)
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

無
く
な
り
次
第
終
了

【
料
金
】
１
セ
ッ
ト13,000

円

 ( 1,300

円×

10
枚
)
を10,000

円
で
販
売

【
有
効
期
限
】

　

発
行
日
が
令
和
３
年
９
月
20
日
以
前
の

　
　
　
　

宿
泊
券
は
発
行
日
か
ら
６
ヶ
月
以
内

　

発
行
日
が
令
和
３
年
９
月
21
日
以
降
の

　
　
　
　

宿
泊
券
は
令
和
４
年
３
月
20
日
ま
で

【
購
入
方
法
】

　

ご
希
望
の
参
加
宿
泊
施
設
へ
直
接
お
問
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
さ
い

【
参
加
宿
泊
施
設
】

　

鳴
子
温
泉
郷
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

　

http://www.naruko.gr.jp
※

参
加
施
設
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
は
マ
ス

ク
着
用
等
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

鳴
子
温
泉
郷
の
地
元
文
化
を
紹
介
す
る
交
流

誌
・
素
ロ
ー
カ
ル
な
る
こ
の
19
号
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
表
紙
を
飾
っ
た
の
は
中
山
平
温
泉
「
む
す

び
や
」
店
長
の
伊
藤
沙
織
さ
ん
で
す
。
も
ち
も
ち

食
感
の
お
米
ゆ
き
む
す
び
で
握
っ
た
お
む
す
び
は

フ
ァ
ン
も
多
く
絶
品
で
す
。　

特
集
は
「
あ
り
が

と
う
！
旧
鳴
子
町
役
場
‼
」
で
、
今
年
新
し
い
庁

舎
へ
の
移
転
に
と
も
な
い
昔
の
思
い
出
話
を
３
名

の
方
が
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
建
築
・

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
て
お

り
、
旧
鳴
子
役
場
の
歴
史
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
鳴
子
の
名
人
達
人
登
場
‼
」
で
は

漆
職
人
の
小
野
寺
公
夫
さ
ん
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

漆
芸
家
の
仕
事
ぶ
り
や
人
と
な
り
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。「
ワ
タ
シ
温
泉
小
町
デ
ス
」
で
は
旅
館

す
が
わ
ら
や
「
な
る
こ
発
名
物
誕
生
」
で
は
芭
蕉

庵
、「
分
校
が
あ
っ
た
こ
ろ
！
」
で
は
鬼
首
小
学

校
尾
ヶ
沢
分
校
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ス
ロ
ー
で
小
さ
な
旅
の
楽
し
み
」
で
は
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
を
開
く
、
鳴
子
温
泉
駅
前
の
好
日
館
も

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
素
ロ
ー
カ
ル
な
る
こ
は
鳴

子
温
泉
郷
観
光
案
内
所
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
お
越
し
下
さ
い
。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

６月

　

６
月
５
日
(
土
)、
東
北
Ｄ
Ｃ(
デ
ィ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
)

推
進
セ
レ
モ
ニ
ー
が
鳴
子
温
泉
駅
に
て

関
係
者
出
席
で
行
わ
れ
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
各

地
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
等
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
未
だ
予
断
が
許
さ
れ
な
い
状
況

化
で
あ
り
ま
す
が
、
観
光
の
灯
が
失
わ

れ
な
い
よ
う
改
め
て
東
北
Ｄ
Ｃ
を
推
進

し
、
ま
た
各
自
感
染
対
策
を
怠
ら
な
い

よ
う
気
を
引
き
締
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。



　鬼首温泉にある「鬼首かんけつ泉」は約 10 分間隔で 15m 程噴出する間欠泉「弁天」と、10 ～ 20 分間隔で 2-3m
噴出する間欠泉「雲竜」の 2つがあります。天皇陛下をはじめ多くの方々が昔見学に訪れた場所です。園内では
温泉卵作り体験や手湯・足湯があります。冬季は降雪の為、閉園になります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0229-86-2233（定休日有り・有料施設・食堂はお休み中）

《鳴子温泉郷についておさらい企画》第４弾

　鳴子ダムは日本人だけの手で作られた日本初のアーチ式ダムで、昭和 27年 (1952 年 )着工・昭和 32年 (1957 年 )
に完成し、2016 年には「土木学会選奨土木遺産」に認定されました。このダムの建設により干ばつや洪水を防ぐ
ことができ、米どころの大崎平野を豊かにしました。春には新緑、秋には紅葉も楽しめ、今年は中止になってし
まいましたがゴールデンウィークの時期には、高さ 80 メートルの綺麗な「すだれ放流」を観ることができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL:0229-82-2341

今回も鳴子温泉郷の観光スポットについてご紹介します。

　吹上高原キャンプ場やかんけつ泉の近くにある「地獄谷遊歩道」は沢の両岸から温泉が噴き出し、湯気や熱気
が漂う中を歩くことができる遊歩道です。紫地獄・まんだら地獄など名付けられた箇所がありゴボゴボとお湯が
湧き出す音があちらこちらから聞こえ、地球のパワーを真近に感じられます。遊歩道のすぐ脇から熱湯が噴き出
しているところもありますので、気を付けながら散策をお楽しみ下さい。秋には木々が紅葉する中を歩くのもお
すすめです。冬季は降雪の為、閉鎖されます。
※昔から日本では自然に湧いている高温泉（沸騰・蒸気・噴湯など）のものを「地獄」と呼んでいたそうです。

お
お
さ
き
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

日
本
こ
け
し
館　

６
月
末
ま
で
休
館

　

第
12
回
お
お
さ
き
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス

ト2021
の
応
募
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
一
目
瞭
然
！
大
崎
市
の

魅
力
を
広
め
よ
う
！
」
で
す
。
過
去
応
募

が
多
か
っ
た
題
材
は
、
羽
黒
山
公
園
(
彼

岸
花
)・
JR
陸
羽
東
線
・
ひ
ま
わ
り
の
丘
(
ひ

ま
わ
り
・
菜
の
花
)・
旧
有
備
館
お
よ
び
庭

園
・
川
渡
温
泉
江
合
川
河
川
敷
(
菜
の
花
)・

鳴
子
峡
・
蕪
栗
沼
(
マ
ガ
ン
)
で
す
が
、

よ
り
多
く
の
大
崎
市
の
魅
力
を
広
め
る
た

め
、
こ
れ
ら
以
外
の
題
材
を
た
く
さ
ん
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
応
募
期
間
は
令
和
４

年
１
月
14
日
(
金
)
ま
で
と
な
り
、
応
募

方
法
は
郵
送
又
は
持
参
、
メ
ー
ル
、LINE

で
の
応
募
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

合
せ
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
応
募
期
間
】
令
和
３
年
５
月
６
日
(
木
)

　
　
　
　
　

～
令
和
４
年
１
月
14
日
(
金
)

【
撮
影
テ
ー
マ
】

　
「
一
目
瞭
然
！
大
崎
市
の

　
　
　
　
　
　
　
　

魅
力
を
広
め
よ
う
！
」

【
お
問
合
せ
】

　

大
崎
市
産
業
経
済
部
観
光
交
流
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡0229-23-7097

　

日
本
こ
け
し
館
で
は
５
月
末
ま
で
の
休

館
予
定
を
変
更
し
、
延
長
し
て
６
月
30
日

ま
で
休
館
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お

客
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、

何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
施
設
の
営
業
時
間
・
休

業
情
報
は
鳴
子
温
泉
郷
観
光
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
ご
旅
行
の
際
は
、
各
施
設
に
ご
確
認

の
上
、
お
出
か
け
下
さ
い
。

検
索
↓「
鳴
子
温
泉
郷
」

　自然に囲まれた芝生のキャンプ場で車の乗り入れが可能です。電源付サイトやペットエリア、レンタルテント
等もあり充実したキャンプ場です。露天風呂が開放的な日帰り温泉施設「すぱ鬼首の湯」や、地ビールやシェフ
オリジナル料理が自慢のレストラン「鳴子の風」が隣接しています。近頃のキャンプブームが続き土日や長期連
休の際は大変賑わうところです。近くの荒雄湖畔公園でもキャンプが可能なので、ご希望の方はお問合せしてみ
て下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吹上高原キャンプ場・すぱ鬼首の湯 TEL:0229-86-2493
　　　　　　　　　　　　　　　レストラン鳴子の風 TEL:0229-86-2288、荒雄湖畔公園管理棟 TEL:0229-86-3455

　急斜面から緩斜面まで変化に富んだコースがあり、スキーヤー・スノーボーダーに人気のスキー場です。グリー
ンシーズンはファミリーカートやユニーク自転車やパターゴルフ・釣り堀などファミリーで楽しめる施設がたく
さんあります。また、テレキャビンで山の頂上へ行ったり、夏休み期間にはカブトムシ観察園が例年開催されます。
令和 3年は新型コロナウイルス感染症の影響によりお休みをする施設もありますので、お出かけの際はお問合せ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下さい。TEL：0229-86-2111

※感染症の影響によりお休みをする施設もありますので、お出かけの際は各施設へお問合せ下さい。

　昭和 50 年 (1975 年 )、深沢要氏の寄贈 570 点、溝口三郎氏の収集品 800 点を基に「全国こけし祭り」に出品さ
れ温泉神社に奉納されたこけしを展示して開館されました。5000 本以上のこけしを所蔵しており、館内では「深
沢コレクション」「溝口コレクション」「高松宮殿下秘蔵」のこけしも展示しています。全国各地に住む工人たち
の伝統こけしを一堂に集め、受け継がれてきた素朴な東北の心を感じることができるところです。こけし工人に
よる実演コーナーやこけしの絵付体験コーナーもあり、伝統こけし・こけしグッズ等を取り扱う売店もあります。
1月～ 3月は閉館になります。　　　　　　　　　　　TEL：0229-83-3600（有料施設・令和 3年は 6月まで休館）

鳴子ダム

吹上高原キャンプ場

オニコウベスキー場

鬼首かんけつ泉

地獄谷遊歩道

日本こけし館


